







































































































































































企 閃 扱 く九大 ･医)
ツパイ TILPal'aglz'S,ワオキツネザル LemlLl'CaLEa,
および2校の新世界ザル (ヨザル jloLestT･lvtTgatuSお
よびコモンマーモセットCalz'ETl'ェjacchus)の祝宝前域
Regiopretectalisを神経細胞染色ならびに髄鞘染色を
ほどこした連続切片標本により税察し.あわせてネコの
視墓前域との比較を行い次の所見をfnifたo
1) これらの笠艮琉動物の祝韮前域にはネコにおける
と同様に iNucl.pretectalisanterior,parscompacta
iNucl.pretectalisanterior.parret王cularisiiNucl.
pretectelismedialisivNucl.rirctectalisposteriorv
Nucl.tractusopticusviNucLpretectalissubopticus
viNucl.pretect.llisolivュr;Sの7核が区別される｡
2) 上記の冨削女のうち細胞fl.12第学的に.動物の柾によ
って変化の認められる板は Nucl.prctcctalisolivaris
である｡すなわちツパイにおいては大細氾性の Nucl.
tractusopticusの内mfこおいて.はばXTi似の細胞性状
を示す細胞群として認められる｡ワオキツネザルにおい
ては.木核は NucLtractusopticusの脱外仙 こ中等大
細胞からなる細胞群として認められる｡これらの二柾の
動物においては木核と Nucl.tractusopticusとの区別
はかなり不明瞭である｡これに対してヨザルおよびコモ
ンマーモセットにおいては.Nucl.pretectalisolivaris
は主として小細胞より構成され.その最大の発育を示す
高さでは包状を示し.明瞭に Nucl.tractusopticus.よ
り区別される｡
なお本年度は研究所より適当なfi料を得られなかった
が,引続き各種の充料を得て,放索をつづれ かつ祝宝
前域の諸核について.その線維連絡を実験的に行いたい
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